
第21号　2019年（令和元年）11月1日

留学生の受け入れ推進と教育・生活
支援、日本語・日本文化教育

留学生センター留学生センター

国際的な学術交流の推進、協定の締
結、国際シンポジウム開催

国際研究支援センター国際研究支援センター

議決組織：インターナショナルオフィス会議
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インターナショナルオフィスインターナショナルオフィス

グローバル・カフェ運営と日本人学
生派遣促進、地域との交流

グローバルカフェセンターグローバルカフェセンター

　2009 年に設置された香川大学インターナショナルオフィス（International Offi  ce; IO）
は、6 学部、7 研究科や、種々のセンターと連携をして、「香川大学のグローバル化」を牽
引しています。その目標のひとつが「4 ＆ 1 プラン」です。2023年までに、年間の留学生受
け入れ 400 人、日本人学生の中長期派遣 100 人を目指しています。日常の学園生活におい
て在学生が留学生と一体となり、異文化の人たちが当然のように周りにいるキャンパス環
境を作っていきます。
　2019 年 4 月には、インターナショナルオフィスに新しいセンターが発足し、3 センター
となりましたので、今回はこれらについて紹介させていただきます。
　留学生センターは最も歴史が古いセンターです。約 100 校ある協定校をはじめとする多くの大学や機関からの
留学生を、部局と連携・協力して受け入れています。2018 年度は短期・長期を含めると約 350 名の留学生が香川
大学で勉強しました。国際寮への入居などの渡日後の生活指導・支援をする日本人学生サポーターや、授業をサ
ポートするチューターを留学生に付け、支援しています。また、日本語の授業や、日本や香川の文化についての
講義、香川大学の特徴あるプロジェクトの紹介などから成る「さぬきプログラム」を開講しています。
　次いで誕生した国際研究支援センターは、大学間協定の締結の際の交渉や審査、アジアを中心に世界の大学や
機関との国際共同研究や、政府機関や NGO などと連携した国際支援プロジェクトを推進しています。また、チェ
ンマイ大学と香川大学とが合同で 2 年おきに開催している国際シンポジウムなどの開催のお世話をしています。
　そして 3 番目のセンターとして、この 4 月にグローバルカフェセンターが誕生しました。イングリッシュ・カ
フェをバージョンアップしたグローバル・カフェの運営を行い、英語、フランス語、中国語、タイ語など各種語
学クラスを開講しています。また、TOEIC 対策講座や、留学を目指す人たちへの集中講座もあります。お昼休
みにはさまざまな文化イベントも開催しています。この他にも、日本人学生の派遣につながるよう、留学を経験
した学生からの報告会や、官民協働留学促進プログラムの「トビタテ！留学 JAPAN」の活動なども実施します。
年々グローバル・カフェクラスやイベントも多彩になり、利用する学生や教職員、学外者の方も増え、小さいな
がらもまさにグローバルなコミュニティとなっています。
　インターナショナルオフィスは、これからもますます香川大学が「世界と地域に開かれた」存在になれるよう、
縁の下の力持ちとして活動を強化していく所存です。Kagawa と World を繋げる「KAGAWORLD」がキーワー
ドです。そのためには、地域の自治体、交流団体、企業そして教育機関との密な連携が必要です。どうか引き続
き皆様のお力を貸してください。よろしくお願いいたします。

世界と地域に開かれたインターナショナルオフィス
インターナショナルオフィス長　徳田　雅明

1

IOニュース第21号.indd   1 2019/11/11   17:15



<国際交流活性化の推進>
サボア・モンブラン大学教職員研修
　2019 年 7 月 8 日から 12 日まで、フランスのサボア・モンブラ
ン大学からの教職員研修として、ヴィルジニー・コロンベル先
生とセリア・メイラスさんをインターナショナルオフィスで受
け入れました。
　研修は、インターナショナルオフィス長表敬から始まり、一
週間の間に農学部・創造工学部・経済学部の訪問、教員や学生
との意見交換、グローバル・カフェでの活動視察と留学生との
懇談など、多彩な活動を行いました。また、環境省四国事務所
の協力を得て、屋島・五色台を視察したほか、創造工学部今井
教授の案内で企業訪問を行いました。

研修を通じて香川を体感し、
香川大学の国際交流の様子を見ていただくことができました。
これを今後のさらなる交流拡大につなげていきます。

徳田インターナショナル
オフィス長に記念品を贈呈。

創造工学部の長谷川学部長
と末永副学部長を表敬訪問。

グローバル・カフェ
でドイツからの留学
生に香川での生活に
ついて聞きます。

季節は夏。ビアガーデン
で IO スタッフ一同と親睦
を深めました。

丸亀町グリーンで、香大生が実施
するイベントに遭遇。
うちわを作りました。

創造工学部で月 2 回実施されている「イングリッシュ・
カフェ」でサボア・モンブラン大学についてプレゼン。
留学中のフランス人留学生たちも参加しました。
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インターナショナルオフィス表敬訪問

学術交流協定締結調印
2018 年 12 月 7 日　本学創造工学部及び大学院工学研究科とトレド大学との学術交流協定等の更新
2019 年 1 月 22 日　本学創造工学部及び大学院工学研究科と中華人民共和国陝西科技大学材料科学工程学院との

学術交流協定等の締結
2019 年 3 月 18 日　本学経済学部及び大学院経済学研究科と華僑大学統計学院及び数量経済研究院との研究教育

学術交流協定の締結
2019 年 6 月 1 日　本学と中華人民共和国電子科技大学との学術交流協定等の更新
2019 年 6 月 14 日　本学医学部及び大学院医学系研究科とカリフォルニア大学マーセド校との学術交流協定の締結
2019 年 7 月 8 日　本学農学部及び大学院農学研究科とトリノ大学農林・食品科学部との学術交流協定の締結
2019 年 7 月 24 日　本学創造工学部及び大学院工学研究科とキャンベラ大学芸術デザイン学部との学術交流協

定の締結

2019 年 4 月 2 日
ボン独日協会会長一行

（ドイツ）

2019 年 5 月 14 日
独立行政法人国際協力機構（JICA）
北岡伸一理事長一行（日本）

2019 年 7 月 1 日
サボア・モンブラン大学
Adrien Badel 教授（フランス）

2019 年 7 月 24 日

国立嘉義大学

頼教授

（台湾）

2019 年 4 月 11 日
国立嘉義大学師範学院
黄教授（台湾）

2019 年 6 月 6 日
コロラド州立大学
学生一行（アメリカ）

2019 年 7 月 8 日
サボア・モンブラン大学
教職員２名（フランス）

2019 年 8 月 21 日
短期交流学生 27 名

（台湾、中国、インドネシア、フィリピ
ン、タイ、ベトナム、ブラジル、トルコ、
イギリス、韓国、スリランカ、ブルネイ）

2019 年 5 月 9 日
コロラド州立大学
Karen Rattenborg助教（アメリカ）

2019 年 6 月 11 日
WSB 大学
Piotr Spychała 副総長一行（ポーランド）

2019 年 7 月 8 日
チェンマイ大学
教員１名、学生８名（タイ）

2019 年 8 月 29 日

SUIJI 国内 SLP

小豆島サイト参加学生

（インドネシア）

2019 年 5 月 13 日
チェンマイ大学看護学部学生一行

（タイ）

2019 年 6 月 14 日
南ボヘミア大学
教員１名、学生２名（チェコ）

2019 年 7 月 17 日
さくらサイエンスプラン招へい者

（タイ、ベトナム、中国）

2019 年 9 月 26 日

トゥール大学

Marc Desmet 副学長一行

（フランス）
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グローバル・カフェのワークショップレポート
　2019 年 4 月 1 日付で、グローバル・カフェは、インターナショナルオフィスのグローバルカフェセ
ンターが運用する組織として位置付けられ、それに伴い、多文化・多言語の取り組みを強化しました。
●多言語クラスを開講
　2019 年度より新たにフランス語・スペイン語・
中国語・ドイツ語クラスを開講しました。フランス
語は香川日仏協会との連携で実施しています。講師
は、フランス語とスペイン語は本学非常勤講師が担
当し、中国語とドイツ語は留学生が Global Café 
Assistant Teacher として担当しました。

●グローバルイベントを実施
　参加型のイベントとして、5 月ペタンク、6 月ピニャータ、7 月ショコラデンエッセンを実施しました。
それぞれの国の文化の一端に触れながら日本人学生と留学生が交流しました。

●その他

学 生 の 声 ：塩崎達也さん（経済学部 1 年）
　Global Café で行われるクラスでは、英語でコ
ミュニケーションをするだけではなく、他国の文化
について学ぶことが出来ます。クラス自体も賑やか
で盛り上がっており、意見交換も活発です。Global 
Café で知り合った友達も多く、彼らと英語で会話
することで、日々、自分自身を成長させています。

　「ペタンク」　フランス 「ショコラデンエッセン」　ドイツ「ピニャータ・フェスティバル」　メキシコ等

香川県国際交流員チャン・ミョン
フンさんによる韓国現代文化講座

香川中国武術協会 WUSHU
による太極拳イベント

インターナショナルオフィスで研修中のサボア・
モ ン ブ ラ ン 大 学 の Virginie Colombel 先 生 と 
Célia Merias さんがグローバル・カフェを訪問し、
アカデミック・フランス語講座で受講者と交流
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<外国人留学生対象行事>
2019 年度春期新入外国人留学生ガイダンス及び歓迎会
　2019 年 4 月期、本学は 11 の国・地域より 51 名の新入留
学生を迎えました。4 月 6 日（土）には幸町キャンパスで新
入留学生全員とその生活サポーター学生が集まり、修学と生
活に関する全体ガイダンスを行いました。前半は高松北警察
署による法令遵守ガイダンス、後半は日本語と英語に分かれ
インターナショナルオフィス教員による生活ガイダンスを実
施し、留学生たちは熱心に耳を傾けました。
　なお、留学生寮では、留学生が日本での生活を円滑に送れ
るよう、別途寮ごとの入居ガイダンスを実施しました。

　全体ガイダンスの後は、地域の方々も交えての歓迎会が開かれ、徳田インターナショナルオフィス長
による挨拶と乾杯の後、ロン・リム留学生センター長による新入留学生への一言インタビュー、学生サー
クル「竹友会」による邦楽演奏、「アイセス」(ICES：Inter-Cultural Exchange Society) によるビ
ンゴゲームなどで盛り上がりました。ハラル対応の軽食を用意し、全ての参加者が歓談を楽しみました。

北署員による法令遵守ガイダンス 日本語での生活ガイダンス
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2019 年度前期　さぬきプログラム

課外教育行事

　2019 度前期、第 10 期さぬきプログラムを実施しました。受講生は 8 名で、それぞれの出身大学は、
ブルネイ・ダルサラーム大学（ブルネイ・ダルサラーム）、ディポネゴロ大学（インドネシア）、国立
嘉義大学（台湾）、クワメ・エンクルマ科学技術大学（ガーナ）でした。開講式及び閉講式には、筧善
行学長にご出席いただき、受講生を激励していただきました。
　授業では、従来の日本語や日本事情の他に、新たに開講した「Leading Edge Issues in Kagawa 
University」が加わりました。この授業は複数学部の教員から協力を得て、英語で実施されました。
内容は各学部が取り組んでいる先端研究を中心とするものでした。学生たちは 1 学期間本学に在学し、
無事に最後まで学習を終えました。

　2019 年 6 月 29 日（土）、今年度 1 回目の課外教育行事を実施しました。課外教育行事は、学生が香
川県の伝統文化等への理解を深めることなどを目的とし
て実施しています。
　今回は、最初に五色台ビジターセンターを訪れ、五色
台に関する学習を行いました。ここではマイ箸作りを体験
しましたが、手作業による箸作りはなかなか大変だったよ
うで、留学生たちは一生懸命に取り組んでいました。続く
自然散策では、自生している榊や裏白などの特徴的な植物
などの生態について、様々なお話を伺うことができました。

　次に瀬戸内海歴史民俗資料館を見学しました。様々
な資料があり、資料館の方による詳しい説明に、参加
した学生たちは熱心に聞き入っていました。
　今回の課外教育行事では、環境省四国事務所と連携
して企画したことにより、いつもとは違った体験を留
学生へ提供することができました。お世話になった環
境省四国事務所を始めとする関係各所の皆様には深く
感謝申し上げます。
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他部局との連携（受入プログラム）

全学共通科目「海外体験型異文化コミュニケーション」（台湾における研修）の実施

　教育学部「香川大学・コロラド州立大学異文化交流プ
ログラム」（5 月 24 日（金）～ 7 月 3 日（水））、農学部「食
の安全・機能解析教育に関する東南アジア等の大学間体
験学習型プログラム」（8 月 19 日（月）～ 9 月 19 日（木））
において、インターナショナルオフィス日本語教員が日
本語授業を担当しました。前者では、コロラド州立大学
日本語副専攻の学生 8 名に対し、彼らのレベルや関心に
応じた日本語や日本文化を教え、後者では、12 の国・地
域からの食品関連分野専攻学生 27 名に対し、かなや挨拶
など日本語の基礎を教えました。日本で日本語を学ぶというこの体験が、今後の彼らの進路や本学へ
の再留学の動機付けに多少とも役立ってくれたらと願っています。

　インターナショナルオフィスは、全学共通科目「海外体験型異文化コミュニケーション」を提供し
ています。今年度も、台湾の国立嘉義大学の協力を得て、同大学において研修を実施しました。今回
の参加者は 8 期生になり、経済学部から 2 名、創造工学部から 1 名の計 3 名でした。
　台湾到着・台北での研修開始は 2019 年 8 月 15 日（木）で、21 日（月）に嘉義市に移動し、同大学
での研修を開始しました。例年通り、授業には中国語に加えて台湾文化、お茶の実践など多様な内容
が含まれており、各種フィールド学習や現地の企業等見
学も実施しました。同大学における研修は 9 月 1 日（金）
に最終発表をもって終了し、台北での研修後、9月3日（日）
に帰国しました。
　実施に際しては、同大学の教職員の皆様や担当役であ
る台湾人の学生 2 名に加え、本学の元留学生たちが支援
してくださいました。本研修における体験が、より長期
の留学につながり、参加学生が次のステップに進んでく
れることを期待しています。

<日本人留学生増加のための取り組み>
2019 年度夏季危機管理セミナーを開催
　2019 年 8 月 8 日（木）、2019 年度夏季危機管理セミナーを開催しました。本セミナーは、夏に海外
渡航を予定している学生、教職員を主な対象として、海外へ渡航する際のリスクとその回避方法や心
構えについて学ぶもので、全キャンパスで約 60 名が参加しました。
　徳田インターナショナルオフィス長から開会挨拶の後、ジェイアイ傷害火災保険株式会社の城戸克

斉氏から「海外渡航者のための海外リスクマネジメント」
の演題で国・地域別に特に発生しうるリスクを事例と共
に紹介いただきました。その後、今回初の試みとして、
香川県立中央病院の横田恭子氏から「海外渡航に伴う感
染症対策～渡航前・渡航後～」の演題で感染症の情報や
対策、病院を受診する際の注意点などについてご講演い
ただきました。今後も本学の学生及び教職員の海外渡航
における危機管理意識の向上を目指し、定期的にセミナー
を開催する予定です。
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トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラム
「香川地域活性化グローカル人材育成プログラム」

　本プログラムは県内企業・団体からの寄付金をもとに、県内高等教育機関に在籍する学生に奨学金
を支給し、地域の活性化に貢献する人材養成のための海外留学を支援する制度で、香川大学国際グルー
プが事務局となっています。第 11 期派遣学生として本学から以下の 4 名が採用されました。

①事前オリエンテーション開催（7 月 14 日）
　事前オリエンテーションは、派遣留学生が地域の特色と課題についての理解を深め、留学の目的を明
確にするための機会です。学外講師として香川県県産品振興課の藤本圭一氏と四国電力株式会社の高嶋
智典氏を招き、それぞれ、香川の県産品の魅力と香川における企業活動について講義していただきまし
た。また、学生は「はまち」「瀬戸内海」「丸亀うちわ」など香川県に関するテーマについて英語でプレ
ゼンテーションを行い、留学先で香川について情報発信することを念頭に質疑応答を行いました。

②壮行会開催（8 月 6 日）
　浜田恵造香川県知事、筧学長を始め、文部科学省、地域企業、県内の高等教育機関等から約 30 人が
参加して、派遣留学生を激励しました。支援企業代表（大川自動車　田尾勝氏）、先輩派遣留学生（第
5 期　岡田悠輝さん）からメッセージを頂くとともに、留学で何を学び、どう香川に貢献するかについ
て決意表明を行いました。派遣留学生たちには浜田知事から「Student Ambassador of Kagawa」
が委嘱され、留学や県内インターンシップを通して香川と世界をつなぐ役割を果たすことになります。

村井颯希
小池裕之
夏目佳奈
水早里菜

氏名

工学研究科
農学研究科
農学研究科
教育学部

所属

1
1
1
3

学年

オーストラリア
アメリカ
ケニア

ニュージーランド

派遣先

2019. 8−2019.12
2019. 8−2020. 2
2019.12−2020. 2
2020. 3−2020. 8 

派遣期間

四国における電力事業
および事業の多角化に
ついて

「はまち」について
英語でプレゼン
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<地域との交流活動>
外国人留学生等の入国・在留に関する実務懇談会＆交流会
　2019 年 8 月 8 日（木）、外国人留学生等の入国・在留に関する実務懇談会＆交流会を実施し、県内企
業経営者・人事担当者等 74 名と県内大学、専門学校等に在籍している学生（留学生及び国際的業務に
興味にある日本人学生）53 名が参加しました。
　第 1 部では高松出入国在留管理局・統括審査官の川﨑健治氏を講師としてお招きし、就労ビザにつ
いてご説明いただき、第 2 部では、留学生やグローバルな視点を備えた日本人学生の採用に興味のあ
る経営者及び人事担当者と、将来日本企業への就職を考える留学生・日本人学生との交流会を実施し
ました。本会は、企業にとっては留学生採用に資する機会となり、また学生にとっては将来のキャリ
アを考える第一歩となる貴重な機会となりました。

　2019 年春、新入留学生と数名の日本人学生が 3 つある留学生寮へ入居しました。例年同様、各寮の
入居ガイダンスを実施し、後日ごみ分別・防災講習会を別途企画、実施しました。
　ごみ分別講習会では、高松市職員の方に講師としてお越しいただきました。また、防災講習会の際、
実際に安全ヘルメットを被って避難所まで歩き、経路等の確認をしました。留学生はごみ分別と防災
対策について慣れていないことが多く、このような講習会は非常に役立つと思われます。
　また、近所の方々との交流を兼ね、流しそうめんを実施しました。ご近所の方々がお子さんを連れ
て参加して下さり、留学生たちとそうめんを食べ、水鉄砲で遊び、楽しい一日を過ごしました。
● 2019 年春季の留学生宿舎における活動

4 月 5 日（金）花園寮：入居ガイダンス
4 月 6 日（土）上之町国際寮、留学生会館：入居ガイダンス
4 月 20 日（土）上之町国際寮、花園寮：ごみ分別・防災講習会
5 月 11 日（土）留学生会館：ごみ分別・防災講習会

留学生宿舎での交流活動

9
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2019 年度第 1 回ホームビジット

三木高校インターンシップ受入れ

　香川県留学生等国際交流連絡協議会が主催する、県内在住の留学生と地域の日本人との交流や日本
文化の理解を目的としたホームビジット事業のうち、第 1 回が 7 月 6 日（土）、13 日（土）に行われま
した。留学生は、ホストファミリーと観光名所や買い物に出かけたり、料理を共に作る等、それぞれ
の交流を楽しみました。参加した留学生からは、「ホストファミリーとまた会いたい」「多くの学びがあっ
た」「貴重な体験」等の感想が寄せられ、留学生とホストファミリー双方にとって実りある経験となっ
たようです。
　本事業は毎年 2 回実施しており、今年度は 11 月 30 日（土）、12 月 7 日（土）に第 2 回を実施予定です。

　インターナショナルオフィスでは、去年に引き続き香川県立三木高等学校からのインターンシップ
生を受け入れています。8 月から月に一度、インターナショナルオフィスが担う業務の体験を通して、
大学における国際交流の仕事について学んでいます。

2 年生の女子生徒 4 名
です。 インターナショナル
オフィスのポロシャツを着
てインターンシップに参加
しました。

留学生との交歓会で
受付対応。
「自分から話しかけて
いくことが大切だと実
感しました。」

留 学 生 会 館 で
管理人さんから
話を聞く。

留学生に日本語を教える授業
を見学して、 学習のお手伝い。
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<他機関との連携活動>
JICA草の根技術協力事業（地域活性化特別枠）
カンボジア国「カンダルスタン郡の衛生教育改善のための学校保健体制
の構築プロジェクト」

聴診器の使い方を実習中

印刷された保健テキスト（英語版とクメール語版）

手洗い場

　本学が香川県と共同実施している標記プロジェクトは最終年度に入っており、目標の達成に向け順
調に推移しています。
　今期は 2019 年 6 月と 9 月の 2
回、本学教員が現地に出張して
現地の小学校の先生方に対する
保健教育のセミナーを開催し、
また教育省関係者とプロジェク
トの実施状況及び今後の計画に
ついての協議を行いました。右
は 2019 年 6 月 に 実 施 し た セ ミ
ナーの様子です。

　また、小学校向けの
保健テキストについて
も英語版・クメール語
版が印刷されました。
今後、教育青年スポー
ツ省のガイダンスを経
て学校で使われる予定
です。

　さらに、学校にトイレがないという状況を改善するため、
草の根技術協力予算に加えて、本学が独自にクラウドファン
ディングを行って集めた資金を用いて、域内の 3 校にトイレ、
手洗い場を建設しており、2019 年 10 月中の完工を見込んでい
ます。右は建設中のトイレの写真です。女子トイレとするため、
扉はピンクで色付けされています。
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香川大学
インターナショナルオフィスニュース

第21号　2019年（令和元年）11月1日

香川大学インターナショナルオフィス
　〒760-8521　高松市幸町 1 - 1
　Tel：087-832-1318　Fax：087-832-1192
　E-mail：soryucet@jim.ao.kagawa-u.ac.jp
　URL：https://www.kagawa-u.ac.jp/kuio/
留学生センターfacebook
　URL：https://www.facebook.com/KUISC
グローバル - カフェfacebook
　URL：https://www.facebook.com/ 香川大学 Global-Cafe-200487660561600/

第21号　2019年（令和元年）11月1日

◆『ちきゅう見聞録』紹介　
～さまざまなプログラムで世界各地に香大生が留学しています～

◆国際グループサブリーダー着任のごあいさつ

◆イベント案内（予定）
・2019 年度 香川大学学長主催 外国人留学生交歓会

日時：2019 年 12 月 18 日（水） 18：00 ～ 20：00
会場：ホテルパールガーデン（高松市福岡町 2 ︲ 2 ︲ 1 ）
内容：本学学長をはじめ教職員一同、サポーター・チュー

ター、地域の支援団体のみなさまが一堂に会し、
留学生を激励する会を開催します。
留学生による各国のパフォーマンスも見どころ
です。

・留学生のつどい
日時：2020 年 1 月 25 日（土） 13：00 ～ 16：00
会場：香川大学幸町北キャンパス オリーブスクエア

2 階多目的ホール
次第：第 1 部　2019 かがわホームビジットプログラ

ム報告会
第 2 部　第 16 回作文コンテスト表彰式
第 3 部　留学生によるパフォーマンス
第 4 部　交流会

これはブルネイの 民族衣装です。たくさ
んの種類があり、アクセサリーも豊富で
した。1 着数十万円するものも！（第 17 号）

サボア・モンブラン大学に 8 か月間留学
し、経営学について勉強しました。フラ
ンスの授業は、グループワークが中心で
す。レゴブロックを使った授業などイノ
ベイティブなものが多く、授業を楽しく
受けることができました。（第 15 号）

チェコのチェボーニュ（Trebon）とい
う町の高等専門学校で毎朝、日本語の授
業を行い、ひらがなの読み書きや日常会
話、単語などを紹介しました。（第 14 号）

　4 ࠅࠃ、 ᣂしく࿖㓙ࠣループに㈩ዻ

とࠅߥました◉ේ૫ઍと↳します。 学生

さん㧒 ࿖☋ߪいまߖん㧓 の╉㗻のた

に、 ోജでࠨポー࠻さߖていただ߈ます。

᳇シに話しかけてくださいߨ。

タイ原産のプロンファという
植物の研究をしています。タ
イ人の仏教徒は普通に歩いて
る際にお寺があると、一度立
ち止まって、お寺の方に手を
合わせます。それを見る度に
信仰心の強さを感じます。

（第 16 号）

インターナショナルオフィスからのお知らせ

「ちきゅう見聞録」は
こちらから→
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